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各 位 

会 社 名  ビーピー・カストロール株式会社 

代表者の役職名  代 表 取 締 役 社 長  小石 孝之 

   （コード番号 5015 東証第一部） 

問い合わせ先  取締役人事総務部長 達川 英子 

T E L  03－5719－7830 

 

サステナビリティ基本方針策定および重要課題特定に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、持続可能な社会の実現と企業価値の向上に向けて「サステナ

ビリティ基本方針」及び取り組むべき重要課題を特定いたしました。また、サステナビリティへの取り

組みを推進するため「サステナビリティ委員会」を設置いたしましたので、下記のとおりお知らせいた

します。 

 
１．目的 

2015年に国連総会において採択された「持続可能な開発⽬標（Sustainable Development Goals: 

SDGs）」は、貧困や不平等、教育、環境などに関連して、2030 年までにあらゆる国と地域が達成す

るべき 17 の⽬標です。地球上の様々な課題解決を図り、誰⼀⼈取り残さないより良い国際社会の

実現を理念として掲げています。 

ビーピー・カストロールは、bpグループの一員としてサステナビリティ・フレームワークを掲げ

ており、持続可能で豊かな社会の実現に貢献するために SDGs で⽰された社会課題解決に向けて取

り組むことは、新たな事業機会の創出や事業成⻑にもつながると考えています。 

 

２．サステナビリティ基本方針 

 

ビーピー・カストロールは、下記の経営理念（ミッション）を定め、サステナブルな経営を行っ

てきました。そして、私たちの商品・サービスによって、人々の社会生活を豊かにするとともに環

境・社会課題に具体解を示し、人々の笑顔あふれる持続可能な社会をつくっていきます。 

また、このような価値観・取り組みは、国連の「持続可能な開発目標（SDGs）」と親和性が高く、

事業活動を通じた SDGsの達成に貢献できると考えています。 

 

iwatat
新規スタンプ



2 
 

 

 
３．サステナビリティ重要課題（マテリアリティ） 

当社は、サステナビリティ基本方針に基づき、サステナビリティ課題（マテリアリティ）を特定

しました。これらの課題に対する取り組みを通じて持続可能な社会づくりに貢献し、より一層の企

業価値向上に努めてまいります。 

 

４．サステナビリティ委員会の設置 

本委員会は、担当取締役が委員長を務め、サステナビリティ課題に深く係わる部門の責任者を中

心に構成されます。サステナビリティ委員会において、重要課題に関する取り組みの進捗を管理し

適宜経営会議及び取締役会へ報告を行います。 

 

 

以上 

 

重要課題 中期経営計画での取り組み 貢献する SDGｓ 

持続可能な社会の実現に向けて、安心・ 

安全で環境と社会に配慮した製品・ 

サービスの開発・販売を促進 

• CO2 ニュートラル製品 

• 低粘度・ハイブリッド向け潤滑油 

• EV 向け製品 

 

ライフサイクルの視点を取り入れ、事業 

活動全体での環境負荷低減を図る 

• 製品配送の更なる効率化 

• 製品パッケージの削減・再利用 

 

調達プロセスにおいては、持続可能性を

配慮 

• 環境負荷の少ない原材料調達の拡大 

• 持続可能なサプライチェーンの構築 

 

多様な人材が働き甲斐をもち、活気の 

ある職場環境づくりの推進する 

• 新しい働き方、ハイブリッド勤務に 

よる生産性向上 

• 多様な考え方と働き甲斐を生む職 

場づくり 

 

企業倫理・ガバナンス体制の強化 
• リスク管理、コンプライアンス体制 

の強化 

 

ミッション 
「消費者・カスタマーのニーズを第一に考慮し、差別化された潤滑油製品および関連製品・サービ
スを提供する、長期的な信頼と価値を築き継続的に業績を上げていけるベストブランド・マーケタ
ーを目指します。そして、安全かつ活気のある職場環境を社員に提供し、利益成長を実現し、サステ
ナブル（持続可能）であり、かつマテリアル（大規模）なビジネスを実現することで業界をリードす
る利益を株主に提供します。 


